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第2期　マギル大学　Montreal General Hospital diagnostic radiology

[bookmark: _GoBack]　夏休みが終わって9月にマギル大学のサイトを見たら応募の締め切りまであと２週間しかなく、急いで必要な書類を揃えた。さすがに動き出しが遅すぎたため、ワクチンの接種歴の作成や、結核の検査をお願いした東大の保健センターの方々にひかれてしまった。これからマギル大学に応募する方は、行くと決めたら早めにホームページを見て、準備を始めた方が良い。また、保健センターの人によると、マギル大学はワクチンの接種歴の書類がかなり細かいので、漏れがないようにするのが大事だそうである。
放射線診断科は、Neuro、Abdominal、Musculoskeletal、Chestの4つのセクションに分かれており、各セクションを1週間ずつローテーションした。Neuroは脳や脊髄の担当で、患者は外傷で受診した人が多かった。Abdominalは、腹部MRIでがんを見つけたり、がんの転移を探したりするのがメインだった。他には、注腸造影のX線を3次元画像に構築し直してポリープを探すというのもあって、興味深かった。Musculoskeletalは、骨をくまなく見て、骨折を探すのが仕事である。その際軟部組織や、脂肪組織も参考にする。Chestは、胸部X線の担当である。あるレジデントが言っていたが、優秀な放射線科医はchestが専門の人が多いそうである。
実習は基本的にはレジデントについて仕事を見学するという感じだった。1日のスケジュールとしては、毎朝8時から9時までのレジデントの教育的ラウンドに参加し、その後レジデントと一緒に新しく撮られた画像を見て報告書の原稿を書き、指導医にプレゼンし、12時から13時までの教育的ラウンドに参加し、午後はまたレジデントと画像を見て適宜帰宅、という感じだった。CTガイド下の穿刺などがあれば見にいったりもしたが、基本的には患者とは合わない環境だった。レジデントの勤務時間はだいたい8時から17時で午後は報告書を作成し終わり次第帰れるとのことだったので、QOLは高そうだったが、当直の際は全部の画像を見なければいけないのでほとんど眠れないそうである。それでも当直の翌日は昼には帰れるようなので、やはり体力的には楽な科だと思った。レジデンシーは5年で、その中で上記の4つのセクションをローテートするそうである。その後のフェローシップで専門とするセクションを決めるという流れのようだ。スタッフは男女比がほぼ1対1で、女性のスタッフの中には妊婦もいた。特にneuroはスタッフが全員女性だった。トロントの病院と同じように、ここの病院もスタッフは中東系とアジア系が多く、放射線科では全体の7、8割を占めていた。
最終週には好きなテーマについて15分程度のプレゼンをするというイベントがあり、4週間のうちでmusculoskeletalが一番面白かったので、くるぶしの骨折でのX線の見方について発表した。
[image: Macintosh HD:Users:kawakamimasahiro:Desktop:S__10600455.jpg]

留学は今回が初めてであったが、毎日が刺激的で充実していた。留学までの手続きが煩雑で、初めての海外での1人暮らしは不安もそれなりにあったが、留学して本当に良かったと思っている。そして自分の英語力が圧倒的に不足していることを思い知らされたので、コツコツ勉強しなければならないと感じた。今回のエレクラで、海外でご活躍されている先生を見て、臨床留学へのモチベーションが上がったので、将来につながるよう勉強や研修を頑張ろうと思う。
最後に、留学の機会を与えてくださった国際交流室の名西先生、トロント大学脊椎外科の加藤先生、そして両親に改めて感謝したい。
image1.jpeg
Lo/ bw/ o) b o i/ D 1) )
/L0 b b ) ) 3y

t\t\i\?\l\l\ L/ 15/ oy i

Lo/ b/ s/ ) b/ ) R1 ] ]t D) ]|
“u/ e/ 4/ (0] 1) w2 ) bm) (0 b D
= b
L/ [ow) Rim b

| Wi





